
EA21環境経営レポート

対象期間：2022年4月～2023年３月
  発行日：2023年 6月 6日



1.会社概要

会社名 株式会社 保安サプライ 創立 1988年12月8日

代表 代表取締役社長 宮部 金彦 資本金 6,000万円

所在地
本社

〒104-0033 東京都中央区新川1-29-13
℡：03-6852-0070 Fax：03-6852-0071
URL：https://www.hoan-supply.co.jp/

支社等 北海道・東北・新潟・関東・中部・西日本・九州・北陸・佐沼

環境管理責任者 常務取締役 営業統括部長 橘 稔 ℡:03-6852-0070 Fax:03-6852-0071
Eメール:m-tachibana@hoan-supply.co.jp

担当者 総務部総務課主任 大木 俊明  ℡:03-6852-0070 Fax:03-6852-0071
       Eメール：t-ooki@hoan-supply.co.jp

事業内容 鉄道・道路・景観サイン標識製造販売及び小売業

対象事業所概要 本社・関東支社・デザイン部 従業員数 25名  延床面積    314㎡
佐沼工場   従業員数 37名  延床面積 2,007㎡



2.対象事業所

株式会社 保安サプライ対象事業所
本社
（総務部・営業統括部・デザイン部）

〒104-0033 東京都中央区新川1-29-13
℡：03-6852-0070 Fax：03-6852-0071

関東支社 〒104-0033 東京都中央区新川1-29-13
℡：03-6852-0061 Fax：03-6852-0064

佐沼工場 〒987-0513 宮城県登米市北方字二分屋敷83-1
℡：0220-22-7711 Fax：0220-22-8669

登録組織名 株式会社保安サプライ



3.対象外事業所

株式会社 保安サプライ対象外事業所

北海道支社 〒060-0031 札幌市中央区北1条東14丁目1-12
℡：011-232-7583 Fax：011-232-7606

東北支社 〒980-0811 仙台市青葉区一番町2-2-13（仙建ビル3F）
℡：022-722-2526 Fax：022-722-1226

新潟支社 〒950-0162 新潟市江南区亀田大月2-5-36
℡：025-383-1666 Fax：025-383-1667

中部支社 〒461-0004 名古屋市東区葵2-3-15（ふぁみ～ゆ葵ビル4F）
℡：052-686-0044 Fax：052-686-0045

西日本支社 〒531-0073 大阪市北区本庄西2-21-4
℡：06-6372-9070 Fax：06-6372-4220

北陸営業所 〒926-0021 石川県七尾市本府中町ワ部44-3
℡：0767-58-3235 Fax：0767-58-3236

九州支社 〒812-0895 福岡市博多区竹下1-2-1（オリンピア竹下2F）
℡：092-415-8466 Fax：092-415-8467

2024年度全拠点登録審査申込予定



4.環境経営方針
【企業理念】
株式会社保安サプライは、「交通安全の実現と環境に配慮した豊かな社会生活の実現を目指
し、新しい発想とチャレンジ精神をもってお客さまのニーズに応え、より高い品質の製品をお客さ
まに提供する企業として社会に貢献してまいります。」を企業理念として、環境に配慮した事業活
動を行い、エコアクション21環境経営システムの継続的改善に努め、環境に優しい企業を目指
します。

【行動指針】

1.省エネルギー化を進めて、二酸化炭素排出量を削減し地球温暖化の防止に努めます。
2.省資源で仕事を進めるように努め、廃棄物のリサイクルに努めます。
3.節水を進め、水使用量を低減します。
4.化学物質の適正管理に努めます。
5.製造・販売・提供する製品について、環境性能の向上に努めます。
6.環境関連法規等を遵守すると共に、内外に環境改善への活動を約束し、 環境経営レポー 
トを作成し公表します。

7.社内の要所に環境経営方針を掲示して、全従業員にエコアクション21 環境経営システムを
徹底します。

2022年4月1日
株式会社 保安サプライ

代表取締役社長 宮部 金彦



5-1.実施体制

環境管理責任者
橘 稔

本 社

代表取締役社長
宮部 金彦

佐沼工場

総務部
部長

営業統括部
部長

デザイン部
部長

EA21事務局
岩舩 傑
新藤 久嗣
大木 俊明
山口 侑那
棚澤 知樹
荒 器宇

EA21事務局
佐藤 由宗
小野寺 伸

対象外支社等

北海道支社

東北支社

新潟支社

中部支社

西日本支社
北陸営業所

九州支社



組 織 役割・責任・権限

代表取締役社長

・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知
・環境経営システムの実施及び管理に必要な設備・費用・時間・人を用意
・環境管理責任者を任命
・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者

・環境経営システムを構築・運用する（代表者からEA21権限委任）
・実施体制の構築（組織図及び役割・責任・権限）
・環境経営目標・環境経営計画書/実績表の作成
・教育・訓練の実施を指示
・環境上の緊急事態への準備・対応
・環境経営レポート作成
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

EA21事務局
（推進委員会）

・EA21の推進（環境管理責任者の指示を受けて）
・環境への負荷及び取組チェック表実施
・環境関連法規等の取りまとめ表作成と遵守評価実施
・環境関連文書類の管理

各部長
・外部環境情報の窓口
・環境経営目標及び環境経営計画の実施・確認・評価・達成状況の報告
・環境活動におけるチェックリストの記録・運用管理
・実施上の問題点の是正・予防処置実施

全従業員 ・経営環境方針を理解し、環境への取組の重要性を自覚
・EA21で決められた各自の役割を実施

5-2.役割・責任・権限



6‐１.中長期目標（本社・関東支社・デザイン部）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

１.二酸化炭素排出量削減

・電気                           （kwh）
                   （kg-CO2)

・ガソリン給油量                   （Ｌ）
          （kg-CO2）

・ＣＯ２合計              （kg-CO2）

34,754
15,361

1,094
2,537

17,898

△2％

△2％

△２％

△４％

△4％

△４％

△６％

△6％

△6％

２.廃棄物排出量削減
・一般（コピー用紙）（枚） 165,193 △２％ △４％ △６％

３.水使用量削減（㎥） 把握できない 節水に努める 節水に努める 節水に努める

４.不適合製品の削減（件） 45 △35％ △60％ △60％

※基準年度は2020年4月～2021年3月
※電気CO2排出係数は、R1年度東京電力㈱の調整後排出係数0.442kg-CO2/kwhを使用
※ガソリンのCO2排出係数は、2.32kg-CO2/L
※科学物質は使用しておりません



6‐２.中長期目標（佐沼工場）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

１，二酸化炭素排出量削減

・電気   (kwh/標識類出荷額)(百万円)
 （kg-CO2)

・ガソリン給油量         (燃費:km/L)           
（kg-CO2)

・灯油給油量                  （Ｌ）
（kg-CO2)

・ガス(LPG)使用量(使用量/稼働回数)
 （kg-CO2)

・CO2合計                      （kg-CO2）

405
110,296

-
348

720
1,793

-
5,113

117,550

△2％

12.4

△2%

2.34

△2%

△4％

100％(維持活動)

100%(維持活動)

100%(維持活動)

△4％

△6％

100％(維持活動)

100%(維持活動)

100%(維持活動)

△6％

※基準年度は2020年4月～2021年3月、一部2021年4月～2022年3月
(一部を2021年度より総量目標から原単位目標に数値目標の変更をした為)
※電気CO2排出係数は、R1年度東北電力㈱の調整後排出係数0.522kg-CO2/kwhを使用
※ガソリンのCO2排出係数は、2.32kg-CO2/L
※灯油のCO2排出係数は、2.49kg-CO2/L
※液化石油ガス(LPG)の排出係数は、3.00kg-CO2/L



6‐２.中長期目標（佐沼工場）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

２.廃棄物排出量削減

・コピー用紙(枚/出荷金額)(百万円)
・産廃 (kg/出荷金額)(百万円)
・一般廃棄物(kg/出荷金額)(百万円)

199
31.7

-

△2％
△2％
1.25

△4%
△4％
△2%

△6%
△6%
△4%

３.水使用量削減（㎥） 442 △2％ 100%(維持活動) 100%(維持活動)

4.化学物質の適正管理
(購入量/塗装アイテム数) - 24.0 100%(維持活動) 100%(維持活動)

５.不適合製品の削減（%） 0.26 △3％ △6％ △10％

※基準年度は2020年4月～2021年3月、一部2021年4月～2022年3月
(一部を2021年度より総量目標から原単位目標に数値目標の変更をした為)



6-３.環境経営目標（本社・関東・デザイン部）



6-３.環境経営目標（本社・関東・デザイン部）



6-４.環境経営目標（佐沼工場）



6-４.環境経営目標（佐沼工場）



6-4.環境経営目標（佐沼工場）



6-４.環境経営目標（佐沼工場）



７‐１. 1年運用結果（本社・関東支社・デザイン部）

基準年度 目標 1年実績 達成状況

１.二酸化炭素排出量削減
・電気                       （kwh）

                  （kg-CO2)

・ガソリン給油量               （Ｌ）
          （kg-CO2）

・ＣＯ２合計          （kg-CO2）

34,754
15,361

1,094
2,537

17,898

33,364
14,746

1,050
2,436

17,182

28,088
12,414

690
1,600

14,014

〇

〇

〇

２.廃棄物排出量削減
・一般（コピー用紙）（枚） 165,193 158,585 149,003 〇

３.水使用量（㎥） 把握できない 節水に努める 節水に努める 〇

４.不適合製品の削減（件） 45 18 31 ✕

2022年4月～2023年3月

〇目標達成 △目標未達成但し基準年比較 ×目標未達成



７‐2. 1年運用結果（佐沼工場）

基準年度 目標 1年実績 達成状況
１.二酸化炭素排出量削減

・電気 (kwh/標識類出荷額)(百万円)
           （kg-CO2)

・ガソリン給油量           (燃費:km/L) 
             （kg-CO2)

・灯油給油量                    （Ｌ）
                 （kg-CO2)

・ガス（LPG）使用量       （kg/回)
（kg-CO2)

405
110,296

12.4
348

720
1,793

2.34
5,113

389
-

12.4
-

720
-

2.34
-

338
88,453

15.2
1,430

334
831

2.28
4,548

〇

〇

〇

〇

2022年4月～2023年3月

〇目標達成 △目標未達成但し基準年比較 ×目標未達成



７‐2. 1年運用結果（佐沼工場）

基準年度 目標 1年実績 達成状況
２.廃棄物排出量削減

・コピー用紙   (枚/出荷金額)(百万円)
・産廃    (kg/出荷金額)(百万円)
・一般廃棄物(kg/出荷金額)(百万円)

199
31.7
1.25

191
30.4
1.23

163
24.9
1.08

〇
〇
〇

３.水使用量削減（㎥） 442 442 423 〇

4.化学物質の適正管理
(購入量/塗装アイテム数)(g/枚) 24.0 24.0 15.5 〇

5.不適合製品の削減（％） 0.26 0.24 0.21 〇

2022年4月～2023年3月

〇目標達成 △目標未達成但し基準年比較 ×目標未達成
本社・関東支社・デザイン部及び佐沼工場CO2総排出量合計 109,276（kg-CO2）（2022年度）

 135,448（kg-CO2） (2020年度)
対基準年度(2020年度)比 約20%CO2削減達成

※2022年実績総量値：コピー用紙132,686枚、産廃20,230kg、一般廃棄物875kg、化学物質使用量216kg



８‐１.環境経営計画・取組結果と評価・次年度の計画

本社・関東支社・デザイン部

環境経営計画 取組結果 評価 次年度取組
1.二酸化炭素排出量削減
（電気）
①昼休みの消灯
②室温 夏25～28℃

   冬20～23℃
③クール・ウオームビズ運動

（ガソリン）
①エコドライブ教育実施
②タイヤエアー圧・車両定期点検
③公共交通機関の利用

・昼休みの消灯は90%実施
・室温管理は100%実施

・年間を通してオフィスカジュアルを導入

・経費削減を兼ねて社用車を2台から1
台に削減
・車両の定期点検を行い公共交通機
関も併用した

〇 継続して実施する

2.一般廃棄物
（コピー用紙削減）
①分別の徹底
②廃止の資源化
③裏紙の利用
④コピー損紙削減

・裏面コピーや損紙削減の呼びかけ、
注意喚起ステッカーの貼り付けで社員
一人一人の意識が向上した

〇 継続して実施する



８‐１.環境経営計画・取組結果と評価・次年度の計画

本社・関東支社・デザイン部

環境経営計画 取組結果 評価 次年度取組
3.水使用量の削減
①節水シールの貼付け
②節水に努める

・節水シール貼り付けて呼びかけを
行った 〇 継続して実施する

4.不適合製品の削減
①製造に繋がる不適合図面
か都度確認（寸法、仕様
図枠等）
②データ不備の確認
③データ流用からの不適合
の事前チェック
④要求レイアウト事項の
事前確認

・不適合の件数は目標未達だが、基
準年に比べ30%以上の削減となった。
4月、12月のそれぞれ5件が1年を通
して大きく響いた結果となった。

✕

2年連続の未達成の為、
削減目標数値を再検討し
た結果、ISO9001と同じ
目標数値の25件/年に再
設定する。

評価 〇経営計画は概ね実施 △実施したが不十分 ×計画どおり実施できなかった



８‐2.環境経営計画・取組結果と評価・次年度の計画

佐沼工場
環境経営計画 取組結果 評価 次年度取組

1.二酸化炭素排出量削減
（電気）
①昼休みの消灯
②事務所室温 夏26℃±2℃

      冬22℃±2℃
製造現場  年間23℃±2℃
③クール・ウオームビズ運動
④エアコンフィルター洗浄

（ガソリン）
①エコドライブ教育実施
②車両の定期点検整備
③タイヤエアー圧点検

（灯油）
①空調温度 冬22℃±２℃
②ウオームビズ運動
③灯油暖房機器のこまめな停止
④石油ヒーターフィルターの清掃

・昼休み消灯は来客中等特別な事情
を除き100%実施。
・室温調整は当日の天候による気温の
変化に都度対応。
・作業服も夏用冬用を適宜着用
・原単位目標の「kwh/標識出荷額」
数値で目標達成

・タイヤエアー圧を含めた車両点検は
3ヵ月に一度実施。
・富山工場閉鎖に伴う佐沼工場への往
復の運搬でガソリン使用量自体は増加
したが燃費良く運行した。

・こまめな停止を実施し適正に管理され
た。
・暖冬の影響もあり使用回数自体も今
年度は少なかった。

〇

〇

〇

継続して実施する

富山工場からの引継ぎは完
了。
継続して実施する

継続して実施する



８‐2.環境経営計画・取組結果と評価・次年度の計画

佐沼工場
環境経営計画 取組結果 評価 次年度取組

1.二酸化炭素排出量削減
（ガス（LPG)）
①塗装工程のミスによる不良
・手直しロスの削減
②LPG仕様機器の点検
③乾燥炉の使用回数の削減

・塗装アイテム数が昨年比で
167%増えたが、適正管理により
原単位目標の「購入量/塗装アイ
テム数」の目標数値では目標達成
となった。

〇 継続して実施する

２.一般廃棄物
（コピー用紙）削減
①両面コピーの推進
②紙類を分別し資源化
③裏紙の利用
④コピー損紙削減

（営業ごみ）の削減
①資源ごみの分別徹底
②資源化可能な紙の更なる分別徹底

・昨年からの用紙削減の取組が浸
透し原単位目標の「コピー枚数/
出荷金額」での目標数値を達成し
た。

・今期より段ボール資源回収に加
え古紙回収も実施。

〇 継続して実施する

3.産業廃棄物の削減
①製造ロスの削減
②廃プラのリサイクル化
③梱包資材の削減

・製造の事前確認を徹底し製造ロ
スを削減
・廃プラのリサイクル化の継続

〇 継続して実施する



８‐2.環境経営計画・取組結果と評価・次年度の計画

佐沼工場
環境経営計画 取組結果 評価 次年度取組

4.水使用量の削減
①節水シールによる呼びかけ
②かけ流しの禁止

・節水の呼びかけを継続。
・人員減による影響の可能性も有り。 〇 継続して実施する

5.化学物質適正管理
①適正管理の徹底
②有害化学物質含有塗料等の
代替
③塗装ミスによる不良。手直
しロスの削減
④塗装回数の削減

・化学物質を使用する塗装工程のアイ
テム数は昨年比で167%増えたが、適
正管理により原単位目標の「購入量/
塗装アイテム数」の数値で目標達成し
た。

〇 継続して実施する

6.不適合製品の削減
①製作前・製作後のチェック ・製造前後の確認を徹底し、不適合発

生率(不適合件数/総受注件数)の目
標数値より下回ることが出来た。

〇 継続して実施する

評価 〇経営計画は概ね実施 △実施したが不十分 ×計画どおり実施できなかった



9.環境関連法規等の遵守状況
確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
当社は適用される主な環境関連法規等について、3月27日に遵守評価を実施

した結果、これらへの違反はありませんでした。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありませんでした。

法令・条例 規制内容 当社の対象 遵守評価

1.本社

①中央区廃棄物の処理及び
再利用に関する条例
（H11年30日制定）
②消防法
（S22年12月23日制定）

・事業系廃棄物の処理

・防火管理者の選任
（収容人員50人以上）
・消防設備等の設置、維持
（300㎡以上）

可燃、不燃ごみ等

防火管理者：山本
勝幸
ビルオーナー管理

問題なし
（ビル全体で管理）
問題なし
（2022/10/14ビ
ルオーナー主催消防
訓練web講習参
加）

当社に適用される主な環境関連法規



9.環境関連法規等の遵守状況
確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法令・条例 規制内容 当社の対象 遵守評価
2.佐沼工場
①廃棄物処理法
（S45年12月25日制定）

②フロン類使用の合理化
及び管理の適正化に関す
る法律

③登米市火災予防条例
（H17年4月1日制定）

・産業廃棄物の適正処理

・第一種特定製品の管理者
の判断の基準となるべき
事項（簡易点検・定期点
検・記録保存）

・指定数量の1/5以上
指定数量未満の危険物の
貯蔵・取扱の技術上の基
準

廃プラ、汚泥、廃油、
木くず、紙くず
業務用エアコン
18台（内1台
7.5Kw以上）

プライマー・シン
ナー・塗料・レジン

問題なし

問題なし
簡易点検実施（3ヶ
月毎）
定期点検（3年に1
回）実施予定

問題なし

当社に適用される主な環境関連法規



10.代表者による全体評価と見直し・指示

2023年6月5日に宮部社長以下関係者が参加し2022年4月～
2023年３月の評価を実施した結果、本社は概ね計画数値を達成
することが出来た。
佐沼工場は今回から適正管理のもと一部維持活動として目標数値
の変更や、目標数値を総量目標から原単位目標に切り替え活動を
行い、目標達成することが出来た。

これまでの本社と佐沼工場で取り組んだ経験を活かし、次年度は全
拠点の登録審査合格を目標とする。



EX.地域環境活動への取組

2022年8月より東京都中央区の取組「まちかどクリー
ンデー」に参加し、毎月10日に地域の清掃活動を行っ
ています。
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